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学校設定科目「国際探究Ⅰ」SDGs・沖縄 21世紀ビジョンワークショップ（2019.5.7.火） 

 

 

写真１：武道場でのオリエンテーションの様子 

 

学校設定科目「SS理数探究Ⅱ」テーマ検討会（2019.5.15.水） 

5月 15日の 5･6校時に 2年生が行っている SS理数探究Ⅱのテーマ検討会がありました！テーマ検討会

は、物理・化学・生物・地学・数学の 5 領域に分かれて、運営指導員である琉球大学の先生方を前に、

研究テーマや研究仮説、研究計画をプレゼンし、どうすればより良い研究になるのか議論していく場で

す。発表のために研究をまとめていくことも一苦労ですが、どうすれば聴衆を惹きつけながら内容も理

解してもらうかといった高度な表現へも挑戦している様子でした。 

発表を終わって一息つきたいところですが、ここからが研究の本番です！テーマ検討会で明らかにな

った課題を解決しながら、誰もたどり着いていない真理に向かって、研究を頑張っていきましょう！ 

 

写真２：物理分野テーマ検討会の様子 

 国際英語科１年生の皆さんに「国際探究Ⅰ」でどのよう

に探究活動を進めていけば良いのか、そもそも SDGsとは何

か、沖縄 21 世紀ビジョンとは何かを学ぶワークショップを

体育館にて行われました。 

 沖縄県立総合教育センターの我如古 香奈子先生に来校

して頂き、SDGsや沖縄 21世紀ビジョンや、テーマの検討に

はどんな視点が必要なのかを学ぶワークショップを開催し

ました。講義だけでなく、グループで話し合ったり、教え

合ったりしながら理解を深めてもらいました。 

「教育」というテーマでも、世界・アジア・日本、様々

な規模で教育について考えることができ、教育を受ける年

齢層も様々。５W１H という視点でテーマについて切り込ん

でみると自分が取り扱いたいテーマについてもう少し具体

的になっていくようです。 

 

＜物理の研究テーマ＞ 

・ＮＲゴムにおける物性と弾性履歴現象について 

・音力発電の音波の関係 

・ボウリングピンのはじけ方 

・白色光から緑色を取り出す 

 



 

写真３：化学分野テーマ検討会の様子 

 

 
写真４：生物分野テーマ検討会の様子 

 

 

写真５：地学分野テーマ検討会の様子 

 

 

写真６：数学分野テーマ検討会の様子 

 

＜化学の研究テーマ＞ 

・沖縄の植物を使って、布を染める 

・生分解性プラスチック 

・辛みのもと、カプサイシンの秘密 

・クワズイモを食べよう 

・ガリウムの侵食作用 

・ビタミン量と抗酸化作用 

・沖縄の果実の電池 

 

＜生物の研究テーマ＞ 

・アマミアメンボの保留走性について 

・沖縄島におけるコモウセンゴケの生息地域 

・人工気象器を用いた植物栽培システムの確立 

・知花城跡の植生調査Ⅱ 

・沖縄本島におけるツルヒヨドリの分布とその条件について 

・アオミドロの生態 

・プラナリアにおける有性化の条件 

・環境要因によるシロツメクサの繁殖力の変化について 

・ベニイモにおける紫外線吸収物質の生成場所 

・植物性ムチンの効率的な抽出方法 

・北谷町宮城海岸におけるルリスズメダイの縄張り形成に関

する研究 

 
＜地学の研究テーマ＞ 

・液状化現象 

・塩川湧水 

・海洋の酸性化 

・マイクロプラスチック 

 

＜数学の研究テーマ＞ 

・効率的なシャッフル法は？ 

・五角形以降の面積の公式を探す 

・五角形が円に内接する条件 

・ルービックキューブの色の数の変化による組合せの変動に

ついて 

・メビウスの輪 

・平方の差の世界 

・ペンローズ・タイル 

・カプレカ数 

・人狼ゲームにおける各陣営の勝率と役職の効果 

・モンティホール問題の拡張と一般化 

・素数大富豪の勝率アップ 

 



第 1回運営指導委員会（2019.5.15.水） 

 

 

 

写真１：運営指導委員会の様子 

 

SS 理数探究Ⅱのテーマ検討会の後、運営指導員の先生方

と関係職員を交えて、ラボ室にて第 1回運営指導員会を行い

ました。今年度の運営指導員は、琉球大学から木暮一啓先生

（理事・副学長）、仲座栄三先生（工学部教授）、辻瑞樹先生

（農学部教授）、杉尾幸司先生（大学院教育学研究科教授）、

古川雅英先生（理学部教授）、照屋俊明先生（教育学部教授）、

前野昌弘先生（理学部准教授）、山城康一先生（教育学部准

教授）、以上 8 名の先生方に引き受けて頂きました。また、

今年度からは運営指導委員長を木暮先生に引き受けて頂き

ました。 

委員会の中では、今年度の SSH事業計画やテーマ検討会の

振り返りを行いました。特にテーマ検討会の振り返りでは、

「毎年生徒たちの発表の質が向上している」「議論を楽しも

うとしている前向きな姿勢が素晴らしかった」「生徒は毎年

入れ替わるが、研究の質自体が向上しているのは、指導する

先生方のスキルの向上や指導方法が蓄積されている証拠だ

と思う」といった好評を頂きました。 


